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はじめに 
  
 設立 10 周年をへて、新たな第一年にあたる平成 27 年 12 月 5 日、広島大学文書館として
は、はじめての研究員集会を開催した。平成 27 年は、第二期中期目標・中期計画の最終年
にあたり、また、公文書管理法(公文書等の管理に関する法律、平成 21 年 7 月 1 日第 66 号)
の見直しの時期にもあたっていた。 
国立公文書館の在り方をめぐって迷走が続くなか、政令指定施設として広島大学文書館
は(以下、文書館)、本務である統一的法人文書管理を行いつつ、高等教育機関である大学に
対応した全学の教育研究施設としても広島大学関係諸資料の収集・整理・公開を業務とし
て定着させてきた。今回の研究員集会は、後者の立場から行う文書館として初めての試み
である。 
テーマは、「個人文書の収集・整理・公開に関する諸課題」とし、四人の方に報告いただ
き、熱心かつ真摯な討論が行われた。なお、個人文書とは、文書の作成からする公文書・
私文書という分類ではなく、所蔵形態から個人が所蔵していた文書全てを対象とするもの
である。 
大学文書館・アーカイブズの多くが大学史を基盤に設立された。このため、所蔵資料は、
大学史叙述に使用するために収集され、個人からの寄贈文書であっても事項別に整理され
ることが多かった。例外的に、創設者については、個人文書として一括して所蔵・整理・
公開されたものの、所蔵スペースや人員・予算、教育史のもとでの大学史という視野から
か、個人が所蔵していた文書全体を対象とする資料の収集・整理・公開は、必ずしも活発
であると言えないのが実態である。例外的ないくつかの私立大学においても、日本近現代
史等研究関心から収集されたものが多い。この点、文書館では、初代学長森戸辰男の関係
資料を収蔵する森戸辰男記念文庫、建学の精神及び理念を具現化する平和学術文庫、本学
前身校広島高等師範学校出身の作家梶山季之の文庫という三つの特殊文庫を設置して、そ
の収集に方向性を持たせるとともに、総合大学が有する拡がりを前提に、多くの個人文書
及び団体文書を収集し、「個人文書」「団体文書」として整理・公開してきた。この方向性
を再確認するとともに、問題点を多角的に問う試みが本研究集会であったと考えている。   
その意味で、活発な意見をいただき、文書館としての問題点も再認識できたと考えてい
る。今後の文書館の運営・活動に資していきたい。また、本報告書を一つの基盤としつつ、
大学が有する個性が、大学アーカイブズにも反映され、大学アーカイブズの多様性に広が
りと可能性を与える一助ともなれば幸いである。同時に、大学アーカイブズの可能性は、
大学という高等教育機関であるが故に可能なのであり、機関アーカイブズとしての公文書
館については、その本務である公文書管理がなによりも重要であることを再確認するうえ
での参考ともなれば、とも考えている。 
                           広島大学文書館 
                            館長 小池 聖一 
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